











































































安然の主著『真言宗教時義』（885 年以前 8）成立 : 以下『教時義』と呼ぶ）を読み込めば、




拠の無い記述は一切行わないという方針を持ち､ あらゆる論難 ･ 回答、そし
てそれを表現する文辞の端々まで天台宗系の経典教理書を中心に､ 顕密の経
典・儀軌 ･ 論書からの表現を下敷きにする｡ 引用元を明示する場合も含め､

























































の六大 ･ 三密加持 ･ 即身成仏 ･ 法爾法然 ･ 阿字法身 ･ 声字実相 ･ 十界・
四種法身 ･ 能迷能悟等の術語 ･ 概念語を安然は空海の著作からそのま
ま受け継ぐ。
○『教時義』に引かれる真言教理の基礎テクスト群『卽身義』『聲字義』













































文例 26. では､ 四種法身のうち ｢毘盧遮那受用身 ･ 變化身 ･ 等流身｣ と天
台三身が同じである義を説き、その例証に『聲字義』テクストに言及する。
* 又『文字實相義』中法身如來亦名大日尊｡ 若報身佛亦名大日尊｡ 若應
身佛亦名大日尊｡ 若等流身亦名大日尊｡ 亦與此中意同 11）（『教時義』巻三）。
『文字實相義』は安然が『聲字實相義』を指して呼ぶ著作名｡ この文は『聲字義』
原文を大胆に要略した文になっている。
次に､ 文例 28. 真言教法の名字を釈す章段に、安然は『聲字義』五大皆有
響の頌を引いてこれが真言教法の本質を説くとする。
* 昔太子學文字時其師唯了梵字一種｡ 其佉婁書蓮華書等六十四種書太子


























* 頌曰 < 五大皆有響　十界具言語　六塵悉文字　法身是實相 >  釋曰｡
頌文分四｡ 初一句竭聲體｡ 次頌極眞妄文字｡ 三盡内外文字｡ 四窮實相 18）
* 初色塵字義差別云何｡ 頌曰 <顯形表等色　内外依正具　法然隨縁有　
能迷亦能悟 > 釋曰｡ 頌文分四｡ 初一句擧色差別｡ 次句表内外色互爲依




続く文例 29. は､ この『聲字義』所録の偈頌につきその具体的な意味を問
う文相で､『教時義』は『聲字義』の文を原文 20） に沿った形で引用して証文
とする｡ 大正蔵の二段分全 57 行に亘る長文の引証となり､ 詳細は対応一覧
表に掲載する｡
* 問｡ 抑彼頌意云何　答｡ 彼文云｡ 内外風氣纔發必響名聲｡ 響必由聲聲。
則響之本也［中略］頌曰五大皆有響者地水火風空大｡ 此具顯密二義｡ 顯
五大者如常釋也｡ 密五大者五字五佛｛A｝｡ 此内外五大悉具聲響｡［中略］
故經云｡ 眞語者｡ 實語者｡ 如語者｡ 不誑語者｡ 不異語者｡ 此五種言梵云
曼荼羅｡［中略］諸法實相不謬不妄故名眞言｡ 呼諸法名雖云無量極彼根源
不出大日尊三昧王眞言｡ 金剛頂｡ 大日經所説字輪字母等是也｡ 彼字母者｡
梵書 阿字乃至 呵字等是｡ 此則法身如來一一名字密號也｡［中略］内


















































文例 30. では､ 上述の『聲字義』引用文を基に､ 十界の語言を真妄に分か
つという議論と一切が真言に非ざること無しというテーゼの会通を試みて､
何を以て ｢眞言之相｣ と為すのかという問いに答える｡ 安然は
* 答｡ < 五大皆有音聲｡ 六塵悉爲文字｡ > 十界於此共發音響｡ 音響雖一
眞妄有異｡ 此約迷悟以判眞妄｡ 然論法體同是眞言 24）（『教時義』巻三）
と音響の法体は皆真言であると述べる。更に、
* 五大響當體是眞言也｡ 故眞言人直聞風聲水音即知是法身聲｡ 亦能悟入
































































































* 問｡ 高野空海和上寶鑰釋極無自性心云｡ 此心有二種｡ 一顯略趣｡ 二祕
密趣｡ 顯略趣者｡［中略］善無畏三藏説｡ 此極無自性心一句悉攝華嚴教盡。
［中略］祕密趣者［中略］一切如來雲集於一切義成就菩薩坐道場驚覺五相成









莊嚴世界｡ 所言 < 我 > 者即是眞言教説主也｡ 又『守護經』云六年苦行




後続の文例 15. と 16. は『祕藏寶鑰』第七住心の三論覚心不生心に関する

























































































* 大日經云｡ 離有爲無爲界｡ 離諸造作｡ 離眼耳鼻舌身意｡ 極無自性心生











極無自性心十縁生句｡ 即攝花嚴般若種種不思議境界｡ 皆入其中｡ 如
説如實知自心名一切種智｡ 則佛性一乘如來祕藏 43）
の釈文で、｢八識三無性義｣ は法相宗の教義を指し､ ｢攝花嚴般若種
種不思議境界｣ は華厳宗と三論宗を､ ｢佛性一乘｣ は涅槃経と法華
経を意味し､ ｢如來祕藏｣ は真言教を指すと安然は解読する｡




法相宗→華厳宗 ･ 三論宗→佛性一乘（涅槃経 ･ 天台法華）→真言密教
の順番に並べられ､ これが法教の浅→深に対応しているというのが










































第五：｢衆師説｣ に反する過失。善無畏 ･ 一行 ･ 智儼 ･ 温古 ･ 円仁等の祖
師と意見を異にすると指摘する。｢而海和上於諸大乘輒判教理淺深






























































* 又四種曼荼羅義云 54）（『教時義』巻四：文例 41）
と書名を明示して引用する文相は､ 長い引用文の後､ 文例 46. 四種曼荼羅の
萬法攝盡門を説く段に至って、










































そして文例 51. の､ 四種陀羅尼 ･ 五持陀羅尼が一切教門を総攝する旨を述
べる章段の
* 問｡ 今眞言宗意以此四 ･ 五種陀羅尼釋［攝］10） 一切顯示祕密教法云何
　答｡ 一切小乘大乘顯示祕密教門能詮｡［中略］今眞言人以此五持［＝總持・
法持 ･ 義持 ･ 聞持 ･ 根持 ･ 藏持］普持一切小乘大乘顯示祕密無量教門無不盡攝。
故以此教名陀羅尼｡ 此約隨自他意語以説｡ 若約隨自意語上來諸教爲一圓
教用四五持｡ 若約隨他意齊顯示教用四五持云云 11）（『教時義』巻四）
は､ その根本を『理觀啓白』の第 106 － 170 句に負っている｡ 語彙表現の
みならず論の展開まで忠実になぞっていることが見て取れる。
ここで､ 二つのテクストの間の明白な関係を比較対照表で確認する｡


































句No 『理觀啓白』 安然『教時義』 項目No
74-76 世出世間　一切教法　攝法曼荼 世出世間内外一切教一切法攝法曼荼羅 46
77-79 世出世間　一切有情　攝大曼荼 世出世間一切有情攝大曼荼羅 46
80-82 世出世間　一切器界　攝平等壇 世出世間一切器界攝平等也［壇］ 46




91-93 内外一切　文字點畫　無非阿字 凡點畫者無非阿字 47
94-97 所有文字　無非迦等　一切有情　無非六大 所有文字無非迦等　一切有情無非六大 47
98-101 一切器界　無非顯形　一切事業　無非動作 一切器界無非顯形｡ 一切事業無非動作｡ 故得相攝 47
102-105 五大有響　十界具言　六塵文字　法身實相 五大皆有響　十界具言語　六塵悉文字法身是實相 28&35
106-109 所有一切　小乘大乘　顯示祕密　皆是能詮 一切小乘大乘顯示祕密教門能詮 51
110-111 字句差別　皆悉所詮 字句差別所詮 51
112-113 諸法體相　法陀羅尼 諸法體相是法陀羅尼 51
114-117 一切教門　皆是能詮　義門差別　皆悉所詮 一切教門能詮　義門差別所詮 51
118-119 諸法理趣　義陀羅尼 諸法理趣是義陀羅尼 51
120-121 一切教門　皆是能詮　功德差別　皆悉所詮 一切教門能詮｡ 功徳差別所詮 51
124-125 神驗加持　呪陀羅尼 神驗加持是呪陀羅尼 51
126-127 一切教門　皆是能詮　入位差別　皆悉所詮 一切教門能詮｡ 入位差別所詮 51
130-132 得悟果利　忍陀羅尼　此四總持 得悟果利是忍陀羅尼｡ 陀羅尼者此云總持 51
133-136 一切如来　甘露智水　三世諸佛　醍醐妙藥
137-140 一字入臟　萬病不生　卽身證得　佛身空寂
141-143 謂一字中　總攝無量　一切法門 謂一字中總持無量法門 51
144-146 謂一音中　總持無邊　諸法理趣 及一音中總持無量理趣 51
147-149 一切法門　互相持故　含持萬藏 一切諸法互相總持故名總持 51
150-152 若一法下　持一切法　名爲法持 是故若一法下持一切法名爲法持 51
153-155 若一義下　持一切義　名爲義持 若一義下持一切義名爲義持 51
156-158 若一聞下　持一切音　名爲聞持 若一聞下持一切音名爲聞持 51
159-161 若一根下　持一切理　名爲根持 若一根下持一切理名爲根持 51
162-164 若一覺下　持一切藏　名爲藏持 若一覺下持一切藏名爲藏持 51
165-167 以此五持　普持一切　小乘大乘 今眞言人以此五持普持一切小乘大乘 49&51
168-170 顯示祕密　無量教門　無不盡攝 顯示祕密無量教門無不盡攝｡ 故以此教名陀羅尼 49&51
白』のテクスト展開に沿う形でこれを記述に取り込んでいるのがわかる。『理
觀啓白』（関連する著作の『聲字義』『四曼義』『字母釋』を含めて）所説の























表すもので、私見に依れば『卽身成佛義』の六大 ･ 四曼 ･ 三密 ･ 帝網 ･ 法然
具足の思想を全ての根本にして、この主題を様々な変奏曲に展開して教理の
解釈 ･ 配当 ･ 論証に用いるのが安然の手法の一つである｡ 安然は空海の真言









































































４）大久保良峻 ｢安然の教学における空海｣ 『天台學報』第 37 號､ 1995 年、
pp.44､ 50 参照
５）「六大､ 四曼の説も安然により大膽に台密に使用された…空海の學説を
高く評價し､ それを研究し､ 用うべき説は重用した」酒井同上､ p.79 
６）酒井同上､ p.79
７）安然作『眞言宗教時義』巻四（大正 75・404 下）｡ 添付資料 ｢対照表｣
第 20 番｡ 亦た酒井同上､ pp.79-80 を参照のこと｡
８）仁和元年（885）十一月二十日に著作し終えたと安然自身が記す（大正
75・451 上）『胎藏金剛菩提心義略問答鈔』中に「今以四身五身各具四























代密教』第 26 号、2015 年、pp.149-165｡  




13）別所 pp.159-160 及びその注 44&45（p.164）を参照のこと｡  
14）『理觀啓白』成立の目的と存在意義については､ 拙稿『空海精髄の開明
と探究－『念持真言理観啓白文』を中心として－』平成 29 年度大正大
学大学院修士論文､ pp.1-454 にて詳述している｡  
15）間テクスト性（intertextualité）はフランスの思想家ジュリア ･ クリス



















































18）『聲字實相義』『定本全集』第 3 巻 p.38 
11）『定本全集』第 3 巻 p.41 
20）『定本全集』第 3 巻 pp.36-45 
21）大正 75・421 上－下 
22）『定本全集』第 3 巻 p.39 
23）『教時義』巻四（大正 75・437 中） 
24）大正 75・421 下－ 422 上 
25）大正 75・422 上 
21）古くは 1931 年の吉祥眞雄「東密に對する安然師の態度」『安然和尚の
研究』叡山学会、1979 年（再版）､ pp.55-59 に於いて､ 安然の論難の
紹介とそれに対する東密側の反駁の例が紹介されている｡  
27）『祕藏寶鑰』巻下『定本全集』第 3 巻 pp.159-161 
28）「先發淨菩提心｡ 如普賢觀經次第｡ 乃至毘盧遮那遍一切處｡ 常樂我淨波
羅蜜等之所攝成｡ 皆是淨菩提心也」（『大日経疏』大正 39・787 下－
788 上）『義釋』巻十四（續天台宗全書版 p.654） 
21）「然此八葉及中胎五佛四菩薩｡ 豈異身乎｡ 即一毘盧遮那耳｡ 爲欲分別如
來内證之徳表示于外故｡ 於一法界中｡ 作八葉分別説耳｡ 且如四菩薩東南。




32）大正 75・374 下－ 375 中参照
33）『定本全集』第 3 巻 pp.161-167 
34）大正 75・392 上－中
35）『教時義』巻一（大正 75・392 中）
31）『定本全集』第 3 巻 pp.154-156 























40）大正 75・400 下－ 401 上
41）『教時義』巻二（大正 75・401 下－ 402 上）､『祕藏寶鑰』巻下『定本全集』
第 3 巻 p.164、『大日経』大正 18・3 中の引用
42）大正 75・402 中
43）『大日經疏』（大正 39・612 中）｡『義釋』巻三（續天台宗全書版 pp.87-88）
44）大正 75・403 中






51）『般若心經祕鍵』『定本全集』第 3 巻 p.11 
52）『大日經疏』（大正 39・588 上）





































































の儀軌 ･ 諷頌文の一つと考えていたと思われる｡ この見方に即せば､『八
家秘録』中の書名『眞言宗卽身成佛義四種曼荼羅義文字實相義一卷』に
示される『卽身成佛義』『聲字實相義』についても､ 安然はこれらのテ
クストを空海の著作ではなく､ 録外の請来文献と見なしていたという仮
説が提出されるであろう｡  
二
〇
